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１.環境経営方針

１



 代表取締役　須田　 昇

 　　　　　　長岡　重幸

 　　　　　　久保田 修

元請

下請

従業員数

売上高

産廃及び一廃

環境経営管理責任者

事 務 局

２

解体

その他

床面積

本社事務所

処理施設Ａ

備　　考

件 95101134

10,46311,449

ｔ 3,8943,7404,394

件 677697

件 282537

再資源化等

埋立

リサイクル率

工事請負数

ｔ 15,21814,20315,843

ｔ 15,21814,20315,843

ｔ 11,324

％ 74.4173.6772.27

受入量

処分量

1,9882,059

ｔ 12,19310,57512,131

産廃取扱量

台 313130

処理施設Ｂ

処理施設Ｃ

足利事務所

車両台数(運搬車両)

走行距離

収集運搬量

産廃

一廃

千円 770,915711,914749,463

千円 896

ｍ２ 494949

ｔ 14,17612,56314,190

ｋｍ 407,872607,405495,792

746

ｍ２ 895895895

ｍ２ 490490490

ｍ２ 204204

２.事業活動の規模

〔１〕事業所情報

事 業 所 名：株式会社　両毛資源開発

代 表 者 名：代表取締役　須田　昇

〔２〕環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

：環境経営最高責任者

：

：

栃木県足利市借宿町４８３－１

設立年月日：平成８年３月２８日

資 本 金：１,２００万円

単位 2021年 4月～2022年 3月2020年 4月～2021年 3月2019年 4月～2020年 3月

〔３〕対象範囲

全組織および全活動

住 所：・本　　　社 〒３７６－００１１

群馬県桐生市相生町三丁目５４７番地の１

・足利営業所 〒３２６－０８２６

〔４〕事業活動

一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処理業、建物の解体、古物商

損害保険代理店業、一般貨物自動車運送業

〔５〕事業規模

821

千円 900,134830,925

363535

2,520

ｍ２ 2,3842,3842,384

885,379

人

千円 128,323118,190133,396

204

ｍ２ 746746

ｔ 15,21814,20315,843

ｔ 1,983



許可地区

 桐生市

 みどり市

 太田市

 伊勢崎市

 前橋市

 足利市

許可番号

 第18号

 第32号

 76

 104

 第282号

 第57号

許可年月日
有効年月日
2022.01.01
2023.12.31
2022.04.01
2024.03.31
2022.04.01
2024.03.31
2022.12.01
2024.11.30
2021.05.27
2023.05.26
2022.07.05
2024.07.04

 長野県

 栃木県

 群馬県

 埼玉県

 群馬県

 01010045295

 00400045295

 00801045295

 00900045295

 01104045295

 01200045295

 1300045295

 2009045295

 00950045295

 01050045295

 01150045295

 01020045295

2021.09.08
2028.09.07
2022.06.06
2029.02.15
2019.11.14
2024.11.13
2021.12.26
2028.12.25
2021.08.25
2028.08.24
2022.10.24
2029.10.23
2022.11.14
2029.11.13
2022.11. 2
2029.10.22

 群馬県

 宮城県

 茨城県

 栃木県

 埼玉県

 千葉県

 東京都

３

◆その他

・建設業　第23200号　　2018年 9月 6日から　2023年 9月 6日まで

・古物商　第421140018600号

・損保代理店業

・一般貨物自動車運送業

★ 石綿含有産業廃棄物および水銀使用製品産業廃棄物を含む
● 石綿含有産業廃棄物を含む
◎ 水銀使用製品産業廃棄物を含む

◆一般廃棄物（収集運搬）

－ ○ ○ － ○ －－ ○ ○ ○ ○ －
2021.04.27
2028.04.26

 廃棄物の種類等

 可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ

 可燃ごみ・不燃ごみ

 可燃ごみ・不燃ごみ

 可燃ごみ・不燃ごみ

 可燃ごみ・不燃ごみ

 可燃ごみ・不燃ごみ

－ 〇

処
分

－ － － －

－ － － － － －－ － － － － －

－

－ － －

特
管
収
運

〇－ － － － － －

－

－ － － － －－ － － － －

－－ －－ － － － － － －

－ － － － ◎

○ ◎

○ ○ ○ ○ ○ ◎●

〇－ － － － －

－

○

○ ●

○ ○ ○ ○ ○ ◎

● ○ －○ － － ◎ ★ ○○ － － ★ ○

● －

★ ● －

－

○

－

－

－

－ ○ ○ －

○ ○ － ◎ ★ ○○ ○ ○ ★ ○ ○

－● －－ ★ ○ ○ ○

○ ○ ○ ★

－ ◎

2022.07.12
2029.04.19
2017.11.02
2023.11.01

－ ◎ ● － ● －－ ● ○ ○ ○ －

★ ○ ● ○○

○－ ●

★ －

2021.04.27
2028.04.26

積替え保管

●

●

● － －

－ ○ ○ －

○ － － ◎ ★ －－ － － ★ ○

－

－

◎ － － － ★

－

　
木
く
ず

　
繊
維
く
ず

　
鉱
さ
い

　
が
れ
き
類

　
ば
い
じ
ん

　
引
火
性
廃
油

都道府県 許可番号

許可年月日

及び

有効期限

○ ○ ○ ◎ ★ ○○ ○ ○ ★ ○ ○

収
集
運
搬

● ○ ○ ○ ★

★ －

★ －

－

○ －

－

〔６〕許可情報

◆産業廃棄物

普通

　
動
植
物
性
残
さ

　
ゴ
ム
く
ず

　
金
属
く
ず

　
ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
陶
磁
器
く
ず

特管

　
燃
え
が
ら

　
汚
　
泥

　
廃
　
油

　
廃
　
酸

　
廃
ア
ル
カ
リ

　
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

　
紙
く
ず



処理前

処理後

混合物

廃プラスチック類

金属くず

ガラス・コンクリート
陶磁器くず

合　　　計

種　　　類

1.87 2.24

6.72

 溶融施設(Ｂ棟)

 熱溶融方式
 　溶融機、投入機

 2008年9月19日

2.24

1.87

大型 1

大型 6

1.00合　　　計

1

その他

2ｔ

3

その他

 選別施設(Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟)

 スクリーン方式
 　トロンメル、磁選機、コンベアー

 2008年9月19日

 64.0m3/日(32.0ｔ/日)

種　　　類

処理前 混合物

処理後

 1.45ｍ

1.00

保管
容量

66.80

410.31 443.01

 選別施設：廃家電製品の解体(Ｂ棟)

廃プラスチック類

紙くず

木くず

処 理 工 程 図

４

台数 名　　称

設 置 年 月 日

〔７〕施設情報

155.90 158.70

7

ショベルローダー 1
清掃車

構
内
設
備

 2.0ｍ

68.51 79.85

 2.5ｍ

名　　称 台数

バックホウ 3t(0.1) 1
塵芥車

2ｔ 3 2ｔ 2

名　　称

1

4ｔ 3

バックホウ12t(0.45) 3
ユニック車

2ｔ

1

4ｔ

台数

バックホウ 5t(0.2)

大型

ホイルローダー

高 さ

◆保有設備

1

5.61

68.70

4ｔ

フォークリフト

2

4ｔ 5

3

1

合　　　計

40.26
処理後

廃プラスチック類

繊維くず

金属くず

ガラス・コンクリート
陶磁器くず

がれき類

処 理 能 力

◆構内施設

施 設 名 称

処 理 方 式

2.24

2.64 3.30

2.64 3.30

1.00 1.00

保 管 量 90.80 90.80

保管
面積

保管
容量

保管
面積

9.00 6.75 1.87 2.24

21.12

種　　　類
保管
容量

67.26 67.60

1.87

保管
面積

 64.0m3/日(0.32ｔ/日)

処理前 廃プラスチック類

 人力による分解、解体

 2008年9月19日

 8.0m3/日(2.4ｔ/日)

バックホウ 7t(0.25) 1

運
搬
車
両

アームロール車

2022年3月現在

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟

事務所

廃プラスチック類

１次選別

◆簡易選別

１.重機により

粗選別

２.人力による

２次選別

◆選別ライン

１.回転ふるい

(土砂物の除去)

２.磁選機

(金属物の除去)

３.コンベアーにて

手選別

混合物

紙くず

木くず

繊維くず

金属くず

ガラス、コン、陶磁器

がれき類

残さ

再
資
源
化
や
売
却

・
埋
立

埋立

廃プラスチック類

(発泡スチロール)

異物の確認・除去

加熱溶融

インゴット

売却

混合物

(廃家電製品)

人力による解体

人力による選別

廃プラスチック類 金属くず ガラス、コン、陶磁器

再資源化 売却 埋立

【Ｂ棟：746m2】

・選別施設(処理後の保管)

・溶融施設

➢溶融機

・選別施設(廃家電の解体)

【Ａ棟：490m2】

・選別施設

➢トロンメル

【Ｃ棟：895m2】

・選別施設

・積替え保管(石綿含有産業廃棄物)

➢保管面積 13.28m2 保管容量 16.00m3

・積替え保管(廃蛍光管)

➢保管面積 10.78m2 保管容量 13.06m3

・積替え保管(廃乾電池・廃蓄電池)

➢保管面積 2.75m2 保管容量 0.66m3



417,937

21,345

1,428,292

116,914

18,900

336,887

1,477,402

10,820

4,417,133

163,976

6,464

538,215

1,074,942 12,192,6571,098,431 1,047,809 941,368 836,589 1,205,732

9,860

177,670

219,740

合計

2,600

87,580

12,015

3,544,114

0

4,170,873

543,807

2,218,266

0

0

1,648,405

15,217,948

 廃酸 0 0 0 0 0 10,000 0 0 0 0 0 0 10,000

合計

15,217,948

15,217,948

0

0

15,217,948

合計

128,110

0

1,318,184 1,111,354 1,405,327 1,343,171 1,218,422 1,179,056 952,149 1,574,222 1,350,070

70,159 73,633 110,700

114,169 95,411 106,165 112,657 99,015 156,019 112,893 112,754 廃プラス
 　チック類

 紙くず

 木くず

107,131 94,288 120,424 166,683

102,853 109,815 116,973 1,198,724

1,397,609

1,702,251

0

0

11,602

1,780,364

0

焼却 95,773 87,770 141,623 118,348 83,621 87,456

111,425 212,440 114,910

0 0 0 0

1,230,701 1,132,443 1,402,849 1,318,184 1,111,354 1,405,327 1,343,171 1,218,422 1,179,056 952,149 1,574,222 1,350,070合計

 繊維くず

 金属くず

 ガラス
 コンクリート
 陶磁器

 混合物
      (残さ)

 がれき類

6,960 17,469 11,510

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 動植物性残さ

11,752 21,246 46,240 57,491 4,363 35,762

250,790 469,228 326,660 457,760 264,435 353,760 554,280 374,020 358,700 492,650

0 0 0 5,690 1,980 0 2,290 0 0 0

５

埋立

－

破砕

－

売却

－

破砕

破砕

埋立

売却

焼却

売却

破砕

〔９〕処理実績

埋立

破砕

－

破砕

◆処　分　量

種類

1,920

6,620 11,430 10,000 8,530 7,980

1,084,738

受入量

 廃油

 廃プラスチック類

8,170 6,690

0 0 0 0

10,630

0 0 0 0 00

33,202

999,463

38,768 40,343 34,233 72,086

3,415

 金属くず

 ガラス、コンクリート、陶磁器

 鉱さい

560 1,425

0

4,580 5,050

 燃え殻

 汚泥

1,020

197,240 141,186 200,559 120,425 47,530

14,315

1,470

0

295,110

合計 859,447 852,090 1,041,160 1,150,888

2021.12 2022.01

0 2,500

31,840

45,664 39,492 57,852

3,670 17,280

36,555

970

2021.06 2022.02

1,250 340

9,6849,690 11,590

4,970 2,350 1,230 0 8502,120 1,470

114,187 123,774 55,600

17,425

17,140

860

処分方法 2021.04 2021.05

12,910

11,040 9,7204,040 6,780 3,770

930 670

1,360 1,090

1,180

2022.02

1,910 16,710

86,190 92,715 123,393 99,948 81,198 71,513 96,354 木くず

 繊維くず

267,916 275,857

102,777 128,773 137,626 230,135

925 1,605

2,600

2021.05 2021.06

8,970 8,140

2022.03

受入量

選別

2021.07 2021.08

299,664

1,405,327 1,343,171 1,218,422 1,179,056 952,149 1,574,2221,132,443 1,402,849 1,318,184 1,111,354

1,490 1,250

 紙くず

248,139

420

 がれき類

 石綿含有産業廃棄物

 水銀使用製品産業廃棄物

 混合物

103,207 79,592 164,280

◆収集運搬量
単位:kg

129,822

33,335 15,478 47,640

2021.10 2021.11 2021.12 2022.01 2022.03種類 2021.07 2021.08 2021.092021.04

260,093 368,700 368,212 255,386 250,828 239,179 346,157 363,983

1,505 1,155 1,105 2,070 3,620 1,385 1,150 1,490

16,740

229 632 776 349 435 448 951 624 211 126 835 848

3,350 10,430 3,650 15,330 46,980 1,740 3,400 24,266

1,350,070

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33,024 51,581 55,415

1,230,701 1,132,443 1,402,849 1,318,184 1,111,354 1,405,327 1,343,171 1,218,422 1,179,056 952,149 1,574,222 1,350,070

1,230,701

2021.09 2021.10 2021.11

0 0 0

種類 処分方法 2021.04 2021.05 2021.06 2021.07 2021.08 2021.09 2021.10 2021.11 2021.12 2022.01 2022.02 2022.03

◆中間処理後の産業廃棄物排出量

0 0 0 0 0 0 0 0 0溶融

合計 1,230,701 1,132,443 1,402,849

0 0 0 0 0 0 0 0

154,150 133,390 113,372 143,300 130,332 171,565 179,445 102,912 135,010

0 0 0

2,300 600 0 430 540 352 0 1,160 4,180 0 390 1,650

0 0 0 0 0 0 0 0 0

87,748 116,684 208,090

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

132,407 120,953 194,936 227,655 114,090 144,385 153,923 157,133 122,360

0 0

7,260 12,914 9,992 8,620 14,834 11,036 5,910 8,686 12,919

39,860 22,245 21,538

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

42,105 19,978 53,280 20,302 28,796 53,609 64,041 13,763 38,420

266,222 481,920 276,830

50,957 50,281 46,150 38,940 40,800 69,111 43,113 38,629 49,188 31,297 50,291 35,050

334,850 387,641 396,080 412,520 257,505 389,179 396,745 295,119 276,262

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

140,580 100,690 259,878 162,140 171,190 118,295 165,000 306,010 196,385

単位:kg

単位:kg

混合物

 廃プラス
　 チック類

0 0 0

149,070 100,770 106,023 95,847 166,482 150,153 103,753 98,635 149,745 103,980 163,066 260,881

0 0 0 0 0 0 0 0 0

140,210 315,660 142,228

0



一 般 廃 棄 物
収 集 運 搬 部 門

解　体　部　門
産 業 廃 棄 物
中 間 処 理 部 門

産 業 廃 棄 物
収 集 運 搬 部 門

６

各 部 門

 ・エコアクション２１の全体的な取り組み状況を評価し、見直し、必要な指示を行う。

職　　名 役　　　　　　割

 ・環境経営方針を策定する。

 ・エコアクション２１に必要な資源(人・物・金)を調達する。

 ・環境経営管理責任者を見直しする。

 ・環境経営システムを構築し、維持する。

 ・環境経営システムの構築・運用状況を環境経営最高責任者に報告する。

 ・環境経営レポートをとりまとめる。

環境経営最高責任者

３.エコアクション２１の推進体制

環境経営最高責任者

代表取締役　須田　昇

環境経営推進委員会
（月例会議）

環境経営管理責任者

長岡　重幸

環境管理事務局

久保田　修

環境経営管理責任者

環 境 管 理 事 務 局

環境経営推進委員会

 ・環境経営推進委員会を開催する。

 ・原則として毎月１回開催し、実施状況の確認と必要な措置を検討する。

 ・自部門の環境教育を推進する。

 ・自部門の環境活動計画の具体的な取り組みを実践し、推進する。

 ・環境経営管理責任者の事務的業務を担う。

 ・文書、記録の管理

 ・活動全般の補佐

 ・環境経営方針を従業員に周知する。

 ・全体的な見直しのために必要なデータを集計する。



終業時の清掃、車両の誘導

取組項目

①エアコン温度の適正化・表示

②照明不要時ＯＦＦの推進・表示

③ＰＣ不要時の電源ＯＦＦの推進・表示

④アイドリングストップの推進

⑤運搬車両の最適シフトアップの推進

⑥効率の良い運行ルートの選定

⑦重機のエコモード選択の徹底

×

〇

〇

評　　価

コロナ禍により常時室内換気を行う。１年目は表示通りの設
定とするが、２年目では限界となり設定温度を上下する。

各部署にて適切に実施。

サーバーを除くすべてのパソコンは、１時間未使用の
場合電源ＯＦＦ設定を継続。
依然、車両以外の構内設備(重機やフォーク)がアイドリング
状態が多く見受けられる。

「エコ運転実施項目」に基づき実施している。

状況によりパワーモードで使用。

②両面・裏紙印刷の活用

③廃棄物分別ルールの周知・表示

①節水表示

②洗車時の高圧洗浄機の活用

③休日バルブ止めの徹底

定期購入品のグリーン製品の推進

リサイクル率を把握し、向上に役立てる

燃費を把握し、燃費向上に役立てる

必要機材等の調達

グリーン購入
適合品の物品
数の増加

－

リサイクル率の把握

燃費の把握

工期短縮のための必要機材等の調達

終業時の清掃、車両の誘導

新規目的地の場合はパソコンやタブレットを使い最短ルート
で運行。

×

〇

目標実現のための取組

①エアコン温度の適正化・表示

②照明不要時ＯＦＦの推進・表示

③ＰＣ不要時の電源ＯＦＦの推進・表示

④アイドリングストップの推進

⑤運搬車両の最適シフトアップの推進

⑥効率の良い運行ルートの選定

⑦重機のエコモード選択の徹底

①不必要な購入品の抑制

リサイクル率向上

①節水表示

②洗車時の高圧洗浄機の活用

③休日バルブ止めの徹底

定期購入品のグリーン製品の推進

1,377.20使用量

数　値 1.53
○

1,351.00

1.50

対象重機の燃費向上

解体工期短縮の工夫

グリーン購入
適合品の物品
数の増加

活動前と
変わらず

×

492,538.80

テーマ 計 画

５

上
水
使
用

量
削
減

実 績 結 果

解体現場近隣への配慮

 グリーン購入の
 推進

 業務に関する活動
 計画

〔２〕２０２１年度における取組実績と評価

グリーン購入
適合品の物品
数の増加

４

廃
棄
物
排

出
量
削
減

651,634.00

二
酸
化
炭
素

　
　
排
出
量
削
減

排出量

排出量

数　値 1.44

12,961.92

①不必要な購入品の抑制

②両面・裏紙印刷の活用

③廃棄物分別ルールの周知・表示

○

851.99

0.94

547.18
○

７

事務所、施設共に不必要な購入が見受けられる。

以前から習慣づけられているため引き続き実施。

資源物(ダンボール)の置き場使用が徐々に浸透。

適切に表示。

高圧洗浄機の使用に併せて、水源を雨水を使用するなど
の工夫もしている。

休日のバルブ止めは定着する。

定期購入品のグリーン製品の選定と目標を掲げたが、
実際には前年同様のものを購入。
再度、担当者への周知が必要。

システムより集計を行った。

GPS付の3台分の資料作成済み。

引き続き継続。

引き続き継続。

 ※購入電力の排出係数は 0.462kg-CO2/kWh〔ＪＸＴＧエネルギー/旧 新日本石油㈱〕及び東京電力0.475kg-CO2/kWhを使用しています。

 ※廃棄物排出量については、一般廃棄物の他、自社請負(元請)解体工事から排出される産業廃棄物も含まれます。

 ※化学物質の取り扱いはありません。尚、今後発生する場合は初年度に設けた手順に従います。

 ※計画の排出量(使用量)は対象年度の「売上高(百万円)×目標値」から求めています。

○

〇

△

×

〇

△

〇

〇

〇

４.環境経営目標と対象年度の結果・評価および環境経営計画

〔１〕環境経営目標と取組み内容

３

２

１

テーマ

 売上高１００万円
 当りの二酸化炭素
 排出量の削減

 売上高１００万円
 当りの廃棄物排出
 量の削減

 売上高１００万円
 当りの上水使用量
 の削減

535.85 547.18

738.86
(▲1%)

731.39
(▲2%)

723.93
(▲3%)

1.47
(▲1%)

1.45
(▲2%)

1.44
(▲3%)

グリーン購入
適合品の物品
数の増加

数　値 723.93

1.46

業務に関す
る活動計画

日常清掃、誘導

把握済

把握済

実施済

数値把握

数値把握

設備、資材の調達

実施済

○

○

○

○

1.50

〇

数値把握 目標値設定 削減活動

数値把握 目標値設定 削減活動

現状維持 現状維持 現状維持

現状維持 現状維持 現状維持

〇

〇

1.53
(▲3%)

(991m3) 実績

目
標
値

グリーン
購入推進

×

基準値 排出量／売上高

(２０１７年度実績)

中期目標

区分 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

746.32
目
標
値

(464,242.39kg-CO2) 実績

1.48
目
標
値

(928.21ｔ) 実績

1.58

1.18 0.94

1.56
(▲1%)

1.55
(▲2%)



８

〔４〕取組み内容に見直しについて

－

１.エアコン使用時の「設定温度」から「室内温度」への変更

２.重機のエコモードの「徹底」から「推奨」への変更

　 重機について、エコモード稼働であれば当然燃料消費量を抑えることができる。が、２０２１年度までの活動で把握した重

　 機の燃費管理から「エコモード＝作業時間が長い」これにより、繁忙期などでは残業時間が増えることにより、その他の燃

　 料消費も増えることから、状況に応じてエコモード、パワーモードを使い分ける。※ハイパワーモードは使用しない。

３.高圧洗浄機の水利に雨水の活用

車　　　種

群馬８００あ３９８８

２０１９年　１月

２０１３年　５月

２０１０年　６月

 １０,８００

最大積載量

 　７,７００

 　２,７００

－ － ⑦重機のエコモード選択の推奨(作業効率向上)実績

目
標
値

(492,538.8kg-CO2)

547.18

基準値 排出量／売上高

(２０２１年度実績)

 脱着装置付コンテナ専用車

　 エコアクション活動から当初２台だった高圧洗浄機を３台追加の計５台とする。追加された洗浄機は移動式のもので今まで

　 の仕様とはことなり、水利にタンクを用いることから、水利用のタンクの上蓋を開放し、雨水も取り入れる。

４.特定の車両の燃費管理、燃費向上への取組み

　 当社の二酸化炭素排出量における88.7％(※１)は収集運搬車両の軽油消費量によるものと判明。電力消費における負荷抑制

　 は、エアコンの入れ替え、処理施設のＬＥＤ化などによりハード面から変更し、また節電については定着している。

　 このことから、車両の燃費を管理し、燃費の向上を図ることで、二酸化炭素排出量を抑える取組みを行う。

　 管理車両は以下の３台とする。

　 (※１)２０２１年度実績

初度登録 摘　　　　要登録番号

群馬１００き２８８５

　 エコアクション活動当初は設定温度を基準としましたが、コロナ禍における常時換気の必要、酷暑内の屋外作業員、施設作

　 業員の安全確保などから、室内温度に変更することにより“不要な基準外設定”を抑制するとともに適切な環境を確保する。

　 ※２０１９年３月に入替をしたエアコンには室内温度の表示あり。

0.91
(▲3％)

①不必要な購入品の抑制

②両面・裏紙印刷の活用

－ － － ③廃棄物分別ルールの周知・表示実績

テーマ 目標実現のための取組
２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

１
 売上高１００万円
 当りの二酸化炭素
 排出量の削減

541.70
(▲1％)

536.23
(▲2％)

530.76
(▲3％)

①エアコン室内温度の適正化・表示

②照明不要時ＯＦＦの推進・表示

③ＰＣ不要時の電源ＯＦＦの推進・表示

④アイドリングストップの推進

⑤運搬車両の最適シフトアップの推進

⑥効率の良い運行ルートの選定

解体現場近隣への配慮 現状維持 現状維持 現状維持

リサイクル率を把握し、向上に役立てる

運搬車両の燃費向上 数値把握 目標値設定 削減活動 特定の車両の燃費管理・向上への取組み

解体工期短縮の工夫 現状維持 現状維持 現状維持 必要機材等の調達

－ － －

1.49
(▲1％)

1.47
(▲2％)

1.46
(▲3％)

(1,351.00m3)

〔３〕環境経営目標と取組み内容【変更】

中期目標

区分

(851.99ｔ)

0.94
目
標
値２

 売上高１００万円
 当りの廃棄物排出
 量の削減

0.93
(▲1％)

0.92
(▲2％)

■は２０２２年度より取組活動の変更となります。

５.グリーン購入推進の削除

　 当社で購入している支給品、設備などについては作業服、コピー用紙などの必要商品は以前から定着。また、収集運搬車両

　 や重機などの設備に関しても「環境への負荷が少ない」低公害車や環境配慮型等が普及しており、社会では必然的に対象商

　 品を購入している。２０１７年度版ガイドラインからは必要義務ではなくなるため、グリーン購入の推進を削除するが、引

　 き続き、エコアクションの観点からグリーン購入推進は実施する。

終業時の清掃、車両の誘導

３

④雨水の利用（高圧洗浄機の水利）

1.50

目
標
値

実績

①節水表示

②洗車時の高圧洗浄機の活用

③休日バルブ止めの徹底

４
 業務に関する活動
 計画

リサイクル率向上 削減活動 削減活動 削減活動

群馬１００き６７６４  脱着装置付コンテナ専用車

 売上高１００万円
 当りの上水使用量
 の削減

 公共施設巡回委託専用車 塵芥車



2.15

(※１)は売上高を前年度(２０２１年度と同額)と設定した場合の排出量(使用量)とし、進捗の目安とする。

　⇒算出方法：「前年度売上高(百万円)×目標値」

百万円

kg-CO2

２０１９年度

885.38

501,893.31

566.87 535.85

1.48

0.00

984.07

1.18

1.80

495,655.75

830.93

445,253.20

■は２０２２年度より取組活動の変更となります。

上水使用
　　量削減

1.50

④雨水の利用（高圧洗浄機の水利） 金　子

二酸化炭素
排出量削減

①エアコン室内温度の適正化・表示

②照明不要時ＯＦＦの推進・表示

廃　棄　物
排出量削減

業務に関する活
動計画

541.70

487,602.58kg-CO2
(※1)

リサイクル率の向上

特定の車両の燃費管理・向上への取組み

工期短縮のための必要機材等の調達

終業時の清掃、車両の誘導

0.94

846.12ｔ(※1)

1,350.20m3(※1)

リサイクル率向上

運搬車両の燃費向上

設備、資材の調達

日常清掃、誘導

⑥効率の良い運行ルートの選定

⑦重機のエコモード選択の推奨(作業効率向上)

①不必要な購入品の抑制

②両面・裏紙印刷の活用

取組項目目標値

金　子

　二酸化炭素排出量

　基準値を算出するための数値
　　※売上高

〔６〕参考資料 －主な環境負荷実績－

久保田

久保田

久保田

久保田

金　子

久保田

久保田

久保田

金　子

金　子

金　子

金　子

責任者４月５月６月７月８月９月10月 11月 12月１月２月３月テーマ

③廃棄物分別ルールの周知・表示

①節水表示

②洗車時の高圧洗浄機の活用

③休日バルブ止めの徹底

③ＰＣ不要時の電源ＯＦＦの推進・表示

④アイドリングストップの推進

⑤運搬車両の最適シフトアップの推進

〔５〕２０２２年度の取組み計画

金　子

９

　設備投資により２０２０年度では二酸化炭素排出量が減少するも、２０２１年度では電気使用量、軽油給油量いずれも増加となる。収集運搬

　車両の走行距離は大きく減少するが、軽油給油量が増加しているのは解体現場での重機給油分が大きく増加となる。

　※２０２２年５月では、Ｂ棟集塵機の新設により本社施設側の低圧電力が増加予定。

1,218.00

1.47

２０２１年度

900.13

492,538.80

547.18

1.04

0.00

851.99

0.94

1,351.00

1.50

２０２０年度

1.11

0.00

1,346.38

1.52

1,591.00
　上水使用量

　廃棄物排出量

◆二酸化炭素排出量

　※２０２１年９月の解体現場。また、自社施工増加が影響。

◆廃棄物排出量

　産業廃棄物では元請施工数は３件増加するが、重量物であるコンクリートくずの減少により減少となる。

◆上水使用量

　冬期以外の散水量の増加。

２０１８年度

654.25

757.59

0.29

0.00

2,164.97

3.31

1,408.00

排出量／売上高

ｔ

排出量／売上高

ｔ

排出量／売上高

m3

排出量／売上高

環境への負荷項目

一般廃棄物

産業廃棄物

金　子

金　子

金　子

活動開始

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

活動開始

活動継続

活動継続

再 検 討

活動継続

活動継続

活動継続

排出先の検討を継続

管理開始

活動継続

活動継続

講習(予定)

活動開始
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５.環境関連法規等の遵守状況の確認、違反、訴訟等の有無

〔１〕環境関連法規の遵守状況

法　令　名　称

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則
　(廃掃法)

　浄化槽法　　／足利営業所

◆フロン排出抑制法

　２０２２年５月１７日、群馬県フロン回収事業協会の職員が訪問し適正管理の調査を受ける。その中で「重機のエアコン」に

　ついても定期的な点検が必要との説明を受け、以降「フロン対象製品点検表」に落とし込み実施する。

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律
　(建設リサイクル法)

　大気汚染防止法

　騒音規制法

 ・届出の履行

 ・分別解体の徹底

 ・年２回の測定

 ・年２回の測定

〔２〕環境関連法規への違反、訴訟等の有無

２０２２年６月の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への違反はありません。

尚、関係当局より違反等の指摘は、過去３年間においてありません。

　振動規制法

　消防法

　フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に
　関する法律(フロン排出抑制法)

 ・年２回の測定

 ・５年に一度の消防用設備等の点検

 ・３ヶ月に１回以上の目視による外観点検

 ・３ヶ月に１回の点検

 ・年１回の水質検査

〃

2021.10.8に実施

別紙「フロン対象製品点検表」
にて実施

遵 法

遵守事項

 ・不法投棄の禁止

 ・取り扱う産業廃棄物の適正処理

 ・委託契約書の締結および保管の徹底

 ・マニフェストの交付および保管の徹底

遵守状況

 ・マニフェスト交付
 　状況報告書の提出
　(2022年6月)
 ・実績報告書の提出
　(2022年6月)

遵 法

6/9・12/9実施

〃



 中期計画を終え、新たな目標を設定する。※Ｐ８「〔３〕環境経営目標と取組み内容」参照。

中期計画を終え三年間の実績がまとまる。二年目では数値目標達成、環境負荷数値も減少となり活動効果が見られたが、三年目では、いず

れの環境負荷数値も前年を上回る結果となりました。

このことから、委員会では三年間取り組んだ結果に基づき改善点を挙げ、活動内容を見直し、新しい目標に向けて取り組むこととし、全社

員に周知。

今年度については意欲向上に向けて、電気・軽油・上水の使用量を毎月「見える化」等の掲示も行い、売上高増加による目標達成ではなく

使用量の削減から目標達成を達成を目指します。

２０２２年度では、ＳＤＧｓへの宣言を予定し、社員のさらなる意欲継続に努めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年6月18日　須田　昇

 なし

備　　　　　　　考

 環境経営目標の変更 ■あり　□なし
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環境経営目標

 二酸化炭素排出量の
 削減

 廃棄物排出量の削減

 上水使用量の削減

〔２〕取組後の見直し

項　　目 変更の必要性

〔３〕総合評価

 環境関連法規の遵守状況
 のチェックの結果

 外部からの苦情等の受付
 結果

 リサイクル率の向上
 解体工事期間短縮の
 工夫など

○ ○

産業廃棄物の排出が大多数を占めるが、こちらも外部的な要
因が大きく、コンクリートなどの重量物によって大きく変動
する結果となる。

こまめな節水は定着。また、高圧洗浄機の増加により洗車時
の節水は行われている。ただし、処理施設の湿潤化や構内美
化による散水などで使用量は増加。
湿潤化と散水は必要なことと位置づけ、目標値を見直す。

６.代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果

○

× ×

環境経営目標の
達　成　状　況

環境経営計画の
実　施　状　況

 グリーン購入の推進

○ △

○ △

○

〔１〕取組状況の評価

 環境経営目標の達成状況
 および
 環境経営計画の実施状況

コ メ ン ト

数値目標は達成となるが、電気使用量および軽油使用量では
前年比プラスとなる。中でも外部的な要因もあるが、重機に
使用する軽油の増加が目立つため、オペレーターへの周知を
行う。

2017年版ガイドラインでは要求事項からは外れるとのことだ
が、引き続き担当者へは活動を実施させる。

リサイクル率につて2021年度では、埋立として最終処分を
していたガラスくずについて、再生処分先との取引を開始
し、リサイクル率向上を図るなどの活動を行った。
ただし、埋立処分場への排出も増加となる。

 遵守状況に異常はありませんでした。

 環境経営方針の変更

 推進体制の変更

□あり　■なし

□あり　■なし


